
令和７年度 地域共生社会実現のための多機関・多職種連携研修 
～対象者理解を深める事例検討を通して連携協働を考える～ 

開 催 要 項 
 

１ 目 的  地域共生社会の実現のためには、こども、障害、高齢などの分野の枠を超えて、

関係機関との協働と多職種の連携が求められている一方で、連携の実際には、

様々な課題や困難さに直面することも多くある。この研修では、事例検討を通し

て、対象者理解を深める視点や必要となる相談援助技術を確認するとともに、支

援を必要とする人の複合的な課題を解決するために多機関・多職種が連携するこ

との重要性を理解し、一人ひとりの専門職が包括的・重層的支援体制において果

たすべき役割を学ぶことを目的とする。 

 

２ 主 催  社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ 

３ 日 時  令和７年１１月２０日（木） ９：５０～１６：００ 

４ 会 場  富山県教育文化会館 １階集会室 

       （富山市舟橋北町 7-1） 

５ 対象者  福祉施設・事業所、社会福祉協議会、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、

相談支援事業所、自立相談支援機関等で相談援助に携わる者 

 

６ 講 師  Optim’s-pt（オプティムズプロジェクト）代表 上原 久 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 内 容 

9：20～ 9：50  受付 

9：50～10：00  開会・オリエンテーション 

10：00～16：00  講義・演習（グループワーク） 

「対象者理解を深める事例検討」 

             事例検討を通じて、専門職に必要な視点や技術を確認するとともに、

対象者理解を深めることで多職種連携の必然性を理解し、それぞれの専

門性と役割の相互理解を深める 

「連携・協働を考える 

          －連携のプロセス、阻害・促進要因の理解とポイントの整理－」 

16：00      閉会 

医療・障害・高齢・児童・生活困窮・就労・教育等の領域で、40年間相談
業務に携わる。 
実務 5年目から個別スーパービジョンを受けはじめ、15 年にわたるスーパ

ービジョンを経た後、若手ソーシャルワーカーを対象とするスーパービジョ
ンを開始。2000年 日本福祉大学大学院修了 故野中猛氏に師事。2015年 野
中塾の立ち上げに協力。2018年「見立てを深めるための事例検討会」始動。 
2020 年「対人援助職に携わる人々の支援」に特化した Optim's-ptを設立。

個別・グループスーパービジョン、スーパービジョン特別クラス、見立ての
Webinar等を主宰。2025年 「見立てを深めるための小さな勉強会」、オンラ
インサロンを開講。 
日本福祉大学大学院 非常勤講師(ケアマネジメント論)。保護司。 

(休憩 12：00～13:00) 



８ 参加費  4,000円 当日受付で現金でお支払いください。 

９ 定 員  40名 

10 申込方法 下記申込みフォームへアクセスし、必要事項を入力・送信してください。 

申込みフォーム https://business.form-mailer.jp/fms/089d6182311309 

 

（１）申込締切は令和７年１０月３１日（金）です。 

（２）申込内容を訂正したい場合には、申込みフォームを再送せず、 富山県福祉

カレッジ教務課へ電話してください。 

（３）申込みが完了した場合、自動返信メールが届きます。自動返信メールが届い

ているか、必ずご確認ください。 

（４）参加決定について令和７年１１月１０日（月）までに通知します。 

11 その他 

（１）プログラム内容・時間等は変更となる場合があります。その場合は、富山県福祉カレッ

ジのホームページでお知らせします。 

https://www.toyama-shakyo.or.jp/tfcollege/ 

（２）本研修では参加者名簿を配布する予定です。名簿への氏名・所属・役職の記載について、

予めご了承ください。 

12 問合せ先 

（福）富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ教務課 佐野 

TEL：076－432－6513 FAX：076－432－6516 

E-mail：college@wel.pref.toyama.jp 
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